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都
道
府
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
特
定
免
許
状
失
効

者
等
に
再
び
免
許
状
を
授
与
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
置
く
都

道
府
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
二
条

及
び
第
二
三
条
関
係
）

６

附
則教

育
職
員
免
許
法
の
特
例
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
以
後
に
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
特
定
免
許
状
失
効
者
等
と
な
っ
た
者
に
係
る

免
許
状
の
再
授
与
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

教
育
職
員
等
以
外
の
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
等

と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
に
よ
る
児
童
生
徒
性

暴
力
等
の
防
止
に
関
す
る
措
置
の
在
り
方
、
児
童
生

徒
等
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
資
格
及
び
児

童
生
徒
等
に
性
的
な
被
害
を
与
え
た
者
に
係
る
照
会

制
度
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
政
府
に
よ
る
検
討
の
条

項
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
七
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
係
る
規
定
は
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
四
十
条
の
二
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

第
七
十
四
条
に
規
定
す
る
業
務
（
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
買
取
り
に
係
る
も
の
に
限

る
。）、
第
百
一
条
第
一
項
（
第
百
十
条
の
十
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
優
先

出
資
の
引
受
け
等
に
係
る
業
務
、
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
の
収
納
、
第
百
十
条
の
十
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
及
び
債
務
の
保
証
に
係
る
業
務
、
第
百
十
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定

負
担
金
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
負
担
金
を
い
う
。
第
百
六
条
、
第
百
八
条
及
び
第
百
九
条
に
お
い
て
同

じ
。）の
収
納
並
び
に
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
買
取
り
に
係
る
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
の
業

務
に
附
帯
す
る
業
務

第
六
十
五
条
第
二
項
中
「
及
び
」
を「（
合
併
等
の
円
滑
な
実
施
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
費
用
を
含
む
。）及
び
」
に

改
め
る
。

第
七
十
四
条
中
「
経
営
困
難
農
水
産
業
協
同
組
合
か
ら
」
を「
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
補
て
ん
」
を
「
補
塡
」
に
改
め
る
。

◇
関
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
六
三
号
）（
財
務
省
）

１

地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
協
定
（
以
下
「
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｐ
協
定
」
と
い
う
。）に
お
け
る
関
税
に
つ
い
て
の
特
別

の
規
定
に
よ
る
便
益
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
、
締

約
国
原
産
品
申
告
書
等
に
関
す
る
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
施
行
令
第
六
一
条
関
係
）

２

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
関
税
の
緊
急
措
置
等
の
対

象
と
な
る
国
際
約
束
に
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
一
〇
条
の
二

関
係
）

３

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
の
締
約
国
の
税
関
当
局
か
ら
申
告
原

産
品
が
特
定
原
産
品
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
確
認

に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た

と
き
に
、
財
務
大
臣
が
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
経
済
連
携
協

定
に
基
づ
く
申
告
原
産
品
に
係
る
情
報
の
提
供
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
及
び
第
四
条
〜
第
六
条
関

係
）

４

こ
の
政
令
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
が
日
本
国
に
つ
い
て

効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
五
十
五
号

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中「
第
七
章

金
融
危
機
へ
の
対
応（
第
九
十
七
条

第
百
十
条
）」を
「
第
七
章

金
融
危
機
へ
の
対
応
（
第

第
七
章
の
二

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

九
十
七
条

第
百
十
条
）

定
を
図
る
た
め
の
農
林
中
央
金
庫
の
資
産
及
び
負
債
の
秩
序
あ
る
処
理
に
関
す
る
措
置
（
第
百
十
条
の
二

第
百
十

条
の
十
七
）」に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
関
し
、」を
「
係
る
」
に
、「
措
置
等
」
を
「
措
置
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
の
資
産
及
び
負
債
の
秩
序
あ

る
処
理
に
関
す
る
措
置
等
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
、
第
七
章
及
び
第
八
章
」
を
「
及
び
第
七
章
か
ら
第
八
章
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
貸
付
け
」の
下
に「
及

び
第
百
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
買
取
り
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
第

八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

第
七
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
特
別
監
視
そ
の
他
同
章
の
規
定
に
よ
る
業
務

第
三
十
四
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
二
を
第
四

号
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
見
出
し
中
「
資
料
」
を
「
報
告
又
は
資
料
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」に
、

「
資
料
」
を
「
そ
の
業
務
又
は
財
産
の
状
況
に
関
し
報
告
又
は
資
料
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
資
料
」
を
「
報
告

又
は
資
料
」
に
、「
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

機
構
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
官
庁
、
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
に
照
会
し
、
又
は
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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